
　

１．化学品及び会社情報

： 中性トイレクリーナー
： シーバイエス株式会社
： 神奈川県横浜市中区山下町２２番地　山下町ＳＳＫビル／〒２３１－００２３
： カスタマーテクニカルセンター
： ０４５－６４０－２２８０
： ０４５－６４０－２２１６
： 水性中性クリーナー

業務用　トイレ用クレンザー
： 推奨用途以外には使用しない
： １６０８９

２．危険有害性の要約
化学品のＧＨＳ分類

物理化学的危険性 該当情報なし
健康有害性 急性毒性（吸入：蒸気） ： 区分４

生殖細胞変異原性 ： 区分２
発がん性 ： 区分１Ａ
特定標的臓器毒性（反復ばく露） ： 区分２　呼吸器

環境有害性 水生環境有害性　短期（急性） ： 区分３

ＧＨＳラベル要素
絵表示又はシンボル

注意喚起語 危険
危険有害性情報 吸入すると有害

遺伝性疾患のおそれの疑い
発がんのおそれ
長期にわたる又は反復ばく露による呼吸器の障害のおそれ
水生生物に有害

注意書き 【安全対策】
使用前に取扱説明書を入手すること。
全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。
ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。
屋外又は換気の良い場所でだけ使用すること。
環境への放出を避けること。
保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。
【応急措置】
吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。
ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師の診察／手当てを受けること。
気分が悪いときは医師に連絡／診察／手当てを受けること。
【廃棄】
内容物／容器を、都道府県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に業務
委託すること。

重要な徴候及び想定される非常事態の概要

使 用 上 の 制 限

中性トイレクリーナー／シーバイエス株式会社／１６０８９／２０２３年０４月１７日

作成日：２００８年０４月０１日
改訂日：２０２３年０４月１７日

安全データシート（ＳＤＳ）

製 品 名

供給者の会社名
住 所
担 当 部 門
電 話 番 号
Ｆ Ａ Ｘ 番 号
推 奨 用 途

整 理 番 号

※上記で記載がない危険有害性は、分類できないか区分に該当しない
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中性トイレクリーナー／シーバイエス株式会社／１６０８９／２０２３年０４月１７日

人の健康に対する有害な影響
・ 吸入した場合、有害性がある。
・ 皮膚に付着した場合、刺激性がある。
・ 眼に入った場合、刺激性がある。
・ 飲み込んだ場合、刺激性がある。

環境への影響
・ データなし

物理的及び化学的危険性
・ 不燃性であり、引火・発火性などの危険性はない。

３．組成、成分情報
化学物質・混合物の区別 ： 混合物

・ 内分泌かく乱作用を有すると疑われる化学物質：環境省「環境ホルモン戦略計画SPEED’98」（2000年
11月版）で示された物質（６５種類）を使用しない。

ＣＡＳＢＥＥ 清掃用ケミカル判定表

４．応急措置
吸入した場合 ： 粉塵やミストを吸い込んだときは、直ちに新鮮な空気の風通しのよい場所に

移動し、鼻をかんだり、よくうがいをする。何らかの異状を感じたときは、
直ちに医師の処置を受ける。

皮膚に付着した場合 ： 流水でよく洗い流す。衣服や靴などに付いたときは、すみやかに脱ぎ皮膚を
流水でよく洗い流す。何らかの異状を感じたときは、直ちに医師の診断を受
ける。

眼に入った場合 ： こすらずに直ちに流水で１５分以上洗い流す。コンタクトレンズは外す。
何らかの異状を感じたときは、直ちに医師の処置を受ける。

飲み込んだ場合 ： 直ちに水で口の中を洗浄し、コップ１～２杯の水または牛乳を飲ませて、直
ちに医師の処置を受ける。無理に吐かせようとしない。意識のないときは口
から何も与えない。ただし、牛乳アレルギーの人には牛乳を与えない。

その他 ： 使用中、眼に異状を感じたり、せき込んだり、気分が悪くなったときは、直
ちに使用を止めてその場から離れ、洗眼、うがいをする。その後、直ちに医
師の処置を受ける。

成分 ＣＡＳ ＲＮⓇ 官報公示整理番号 濃度又は濃度範囲
化審法・安衛法 （％）

非イオン系界面活性剤 非公開 非公開 非公開
研磨材 非公開 非公開 非公開
　結晶質シリカ 14464-46-1 1-548 0.1～10
除菌剤 非公開 非公開 非公開
　グルタルアルデヒド 111-30-8 2-509 0.1～1.0
増粘剤 非公開 非公開 非公開
香料 非公開 非公開 非公開
染料 非公開 非公開 非公開
水 7732-18-5 ― 非公開

評価項目 判定基準 判定結果
水素イオン濃度 原液＝ｐＨ５～ｐＨ９ ○

シックハウス配慮

厚生労働省が室内濃度に関する指針値を策定した揮発性有機化合

○
物(VOC)において、原料に含まれない事。または原料に含まれる
場合は、JFPA規格 19を参照してその分析値が室内濃度指針値以
下である事。

急性経口毒性 ＬＤ５０：＞２,０００ｍｇ／ｋｇ ○

ＶＯＣ濃度
沸点２６０℃未満のＶＯＣにおいて、製品に定める最低希釈倍率

○
でのＶＯＣ含有量が洗浄剤＜１％　床用保護剤＜７％

化学物質管理促進法
【PRTR把握物質】

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に
○関する法律（ＰＲＴＲ法）における「第一種指定化学物質」と

「第二種指定化学物質」を指定割合以下
○：適合
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中性トイレクリーナー／シーバイエス株式会社／１６０８９／２０２３年０４月１７日

５．火災時の措置
適切な消火剤 ： 水、泡、粉末、二酸化炭素などの一般消火剤が使用できる。
使ってはならない消火剤 ： 情報なし
火災時の特有の危険有害性

： 情報なし
特有の消火方法 ： 周辺火災の場合はすみやかに安全な場所に移す。

移動ができない場合は、風上より容器周辺に散水して冷却する。
消火活動を行う者の特別な保護具及び予防装置

： 消火作業では適切な保護具を着用する。

６．漏出時の措置
人体に対する注意事項、保護具及び緊急時措置

： 適切な保護具（保護眼鏡、保護手袋、保護靴、保護衣、保護マスク等）を着
用する。
漏出場所の周辺にロープを張るなどして関係者以外の立ち入りを禁止する。

環境に対する注意事項 ： 雨水溝、河川、海上などに多量に排出されないように注意する。
封じ込め及び浄化の方法及び機材

： スクイジーなどを用いてできる限り空容器などに回収する。
回収した跡、または回収できないものは、多量の水で充分に洗い流す。

７．取扱い及び保管上の注意
取扱い（技術的対策／安全取扱い注意事項／接触回避／衛生対策）

・ 作業や製品容器の取扱い時は必ず適切な保護具（保護眼鏡、保護手袋、保護靴、保護衣、保
護マスク等）を着用する。

・ 容器を強く持ったままキャップを開けないこと。液が飛び出し眼や皮膚に付くことがある。
・ 用途以外には使用しない。
・ 飛散したミストや乾燥した研磨材を吸い込んだり、眼に入らないようにする。
・ 他の薬剤、洗浄剤などとは絶対にまぜない。
・ 誤飲等事故のおそれがあるので、飲料用の容器を含む他の容器に移し替えたり小分けしない。
・ 光沢のある樹脂素材や塗装面には使用しないこと。
・ 便座には使用しないこと。
・ 使用後はよく手を洗い、必要ならばハンドクリームなどで肌の手入れをする。
・ 倒したり、こぼしたりしないように注意する。
・ 使い終わった容器は、充分に洗ってから処理する。

保管（安全な保管条件／安全な容器包装材料）
・ 直射日光、４０℃以上、多湿及び凍結のおそれのある場所を避けて密閉して保管する。
・ 子供の手の届かないところに保管する。

８．ばく露防止及び保護措置
管理濃度 ： 設定されていない。
許容濃度 ： グルタルアルデヒドとして

日本産衛学会（２０１４年版）：最大許容濃度　０．０３ｐｐｍ 
設備対策 ： ミスト、蒸気などが滞留しないように局所換気装置または全体換気装置を設置する。

取扱い場所の近くに洗眼、身体洗浄のための設備を設ける。
保護具

呼吸器用保護具 ： 保護マスク
手の保護具 ： 保護手袋（ゴム手袋など）
眼、顔面の保護具 ： 保護眼鏡
皮膚及び身体の保護具： 保護靴（ゴム長靴など）、保護衣

９．物理的及び化学的性質

いずれの場合も、医師への受診時には製品または安全データシートを持参する。
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中性トイレクリーナー／シーバイエス株式会社／１６０８９／２０２３年０４月１７日

物理状態 ： 液体
色 ： 青色粘性
臭い ： 特異臭
ｐＨ ： ７．４（２５℃）
密度及び ： １．０３（２０℃）
／又は相対密度
動粘性率 ： ２，５００ｍＰａ・ｓ（２５℃）
不揮発分 ： ８．８％　　
溶解度 ： 水に分散、研磨成分は溶解しない
融点／凝固点 ： ０℃以下
沸点又は初留点及び ： ９０℃以上
沸騰範囲
引火点 ： ９３℃以上
可燃性 ： データなし
爆発下限界及び爆発 ： データなし
上限界／可燃限界
蒸気圧 ： データなし
相対ガス密度 ： データなし
n-オクタノール ： データなし
／水分配係数
分解温度 ： データなし
自然発火点 ： データなし
粒子特性 ： データなし

１０．安定性及び反応性
反応性 ： 通常の取扱い条件においては危険な反応を起こすおそれはない。
化学的安定性 ： 通常の取扱い条件（屋内、常温）においては安定である。
危険有害反応可能性 ： データなし
避けるべき条件 ： 直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態
混触危険物質 ： 特になし
危険有害な分解生成物 ： データなし

１１．有害性情報
急性毒性（経口） ： 使用原料の加算式判定の結果より、区分に該当しないとした。

ＬＤ５０ ＞２０００ｍｇ／ｋｇ
急性毒性（経皮） ： 使用原料の加算式判定の結果より、区分に該当しないとした。

ＬＤ５０ ＞２０００ｍｇ／ｋｇ
急性毒性（吸入：ガス） ： 区分に該当しない（分類対象外）
急性毒性（吸入：蒸気） ： 使用原料の加算式判定の結果より、区分４とした。

ＬＣ５０；１０～２０ｍｇ／Ｌ（４ｈ）
急性毒性（吸入：粉じん・ミスト） ： データ不足のため分類できない。
皮膚腐食性／刺激性 ： データ不足のため分類できない。
眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 ： データ不足のため分類できない。
呼吸器感作性 ： データ不足のため分類できない。
皮膚感作性 ： データ不足のため分類できない。
生殖細胞変異原性 ： 危険有害性区分に該当する成分を濃度限界以上含有するため、

区分２とした。
発がん性 ： 危険有害性区分に該当する成分を濃度限界以上含有するため、

区分１Ａとした。
生殖毒性 ： データ不足のため分類できない。
特定標的臓器毒性（単回ばく露） ： データ不足のため分類できない。
特定標的臓器毒性（反復ばく露） ： 危険有害性区分に該当する成分を濃度限界以上含有するため、

区分２とした。
誤えん有害性 ： データ不足のため分類できない。

（注）数値はいずれも代表値で表示
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中性トイレクリーナー／シーバイエス株式会社／１６０８９／２０２３年０４月１７日

その他 ： データなし

１２．環境影響情報
生態毒性 ： 流出した場合は水生生物に対して影響を及ぼす。

水生環境有害性 短期 (急性)： データ不足のため分類できない。
水生環境有害性 長期 (慢性)： データ不足のため分類できない。

残留性・分解性 ： データなし
生体蓄積性 ： データなし
土壌中の移動性 ： データなし
オゾン層への有害性 ： データなし
他の有害情報 ： ＢＯＤ　１６，０００ｍｇ/ｋｇ　（原液)

ＣＯＤ　１２，０００ｍｇ/ｋｇ　（原液）

１３．廃棄上の注意
化学品、汚染容器及び包装の安全で、かつ環境上望ましい廃棄、又はリサイクルに関する情報
残余廃棄物 ： 下水道以外の河川等、公共水域への排出は絶対に避ける。

廃棄処理をするときは適切な保護具を着用する。
関連法規ならびに地方自治体の基準に従い適正に処理する。必要に応じて、
都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託処理をする。

汚染容器、包装 ： 関連法規ならびに地方自治体の基準に従い適正に処理する。必要に応じて、
都道府県知事の許可を得た専門の廃棄物処理業者にて委託処理をする。

１４．輸送上の注意
国連番号 ： 該当しない

品名（国連輸送名） ： 該当しない
国連分類 ： 該当しない
容器等級 ： 該当しない

海洋汚染物質 ： 該当しない
ＭＡＲＰＯＬ７３／７８附属書Ⅱ及びＩＢＣコードによるばら済み輸送される液体物質

： ばら積み輸送されない製品のため対象外。
ＨＳコード ： ３４０２．５０
国内法規制がある場合の規制情報

： 次の輸送に関する国内法規に該当するので、定められている輸送方法に従う。
特になし

輸送又は輸送手段に関する特別の安全対策：
・ 輸送前に容器の破損、腐食、漏れなどがないことを確認する。
・ 荷役作業は丁寧に行い、容器を破損しないように取り扱う。
・ 転倒、落下、損傷がないように積み込み、荷崩れの防止を確実に行う。
・ 直射日光、４０℃以上、多湿、凍結条件下、開放状態での輸送は避ける。
・ 水濡れを避ける。

１５．適用法令
当該法令の名称及びその法令に基づく規制に関する情報
毒物及び劇物取締法 ： 該当しない
化学物質管理促進法(ＰＲＴＲ法) ： 該当しない
労働安全衛生法／ 通知対象物質 ： 第１６５号の２　結晶質シリカ　（0.1～10％）

第１３９号　グルタルアルデヒド　（0.1～1.0％）
表示対象物質 ： 第１６５号の２　結晶質シリカ　（0.1～10％）
有機則 ： 該当しない
特化則 ： 該当しない

消防法 ： 該当しない
危険物船舶運送及び貯蔵規則 ： 該当しない
海洋汚染防止法 ： ばら積み輸送されない製品のため対象外。
水質汚濁防止法／水素イオン濃度 ： 該当しない
廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ： 産業廃棄物
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中性トイレクリーナー／シーバイエス株式会社／１６０８９／２０２３年０４月１７日

１６．その他の情報
問い合わせ先 ： シーバイエス株式会社

カスタマーテクニカルセンター
　電話番号：０４５－６４０－２２８０／ＦＡＸ番号：０４５－６４０－２２１６

改訂の記録 ： 作成 ； ２００８年０４月０１日
改訂 ； ２００８年１１月０５日

２００９年１０月０１日
２０１０年０４月０１日（社名変更）
２０１０年１１月３０日（JIS Z 7250:2005に書式変更。原料情報更新）
２０１４年０７月０１日（社名変更）
２０１５年１１月２０日（記載事項の変更、JIS Z 7253:2012に書式変更）
２０１６年０６月０１日（安衛法改正の為、記載事項の変更）
２０２２年０１月０１日（JIS Z 7252/7253:2019に書式変更）
２０２３年０４月１７日（GHS判定結果更新の為、記載事項の変更）

引用文献 ： ・ ＧＨＳ対応ガイドライン、（一財）日本化学工業協会（２０１９）
・ JIS Z 7252:2019 ＧＨＳに基づく化学物質等の分類方法、（一財）日本規格協会
・ JIS Z 7253:2019 ＧＨＳに基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法-ラベル、

作業場内の表示及び安全データシート（ＳＤＳ）、（一財）日本規格協会
・ ＧＨＳ分類結果データベース、（独）製品評価技術基盤機構ＨＰ（ＮＩＴＥ）
・ ＧＨＳ対応モデルラベル・モデルＳＤＳ情報、厚生労働省職場のあんぜんサイトＨＰ

※記載内容は現時点で入手できる資料、情報、データなどに基づいて作成しており、情報の完全さ、正
　確さ、安全性を保証するものではありません。新たな情報を入手した場合には追加・修正を行い改訂
　いたします。全ての化学品には未知の危険・有害性があり得るため、ご使用の際には用途・用法に適
　した安全対策を実施の上、使用者の責任において適正に取り扱ってください。当安全データシートは、
　日本国内法規要件に対して作成されたものであり、他の国々における規制上の要件を満たしているわ
　けではありません。 

以上
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